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花が咲き、鳥も増えたかな。大地の息吹を感じる。 

今月も病診連携室だよりをお届けします。  

臨床検討会のお知らせ 

日時；平成３１年５月１６日（木） 午後７時 

場所；豊栄病院 健診棟２階 多目的ホール 

講演：アルツハイマー病の診断と治療―実地の外来

診療から     佐々木彰一先生  

共催：豊栄病院、第一三共株式会社 

●３月の臨床検討会から開始時間を１時間遅らせま

した。5 月は木曜に変更になりましたので、ご注意を

お願いします。院外からも多くの参加を。患者総合支

援センター天木まで。 

●物忘れ外来（院内症例のみ対象）を開始しています。

佐々木彰一先生が新しく勤務されています。 

 

この度、ご縁があって豊栄病院の物忘れ外来を月 2

回（第１および第３金曜日）担当することになりました。

私は青森県八戸市で生まれ、弘前大学を卒業後すぐ

に総合内科研修医として東京女子医大に入りました。

神経内科に入局後、ニューヨークのモンテフィオーレ・

メディカルセンターで research fellow として神経病理

の研究に勤しみました。主たる研究テーマは難病中の

難病と言われる筋萎縮性側索硬化症（ALS）の電子

顕微鏡的研究です。帰国後も ALS の研究を続け、同

時に臨床神経学全般の研鑽に努めました。東京女子

医大神経内科を定年退職後は臨床神経学に特化し、

地域医療に携わっています。神経内科学の守備範囲

は実に広く、脳梗塞をはじめとする脳血管障害、アル

ツハイマー病をはじめとする認知症、パーキンソン病、

神経筋疾患（ALS や重症筋無力症など）、免疫性疾

患（多発性硬化症やギランバレー症候群など）、脳症

や脳炎、髄膜炎、末梢神経障害（しびれなど）、頭痛、

てんかん、めまいなど多岐にわたります。しばしば頭の

てっぺんから足の先まで診察する必要があるため、必

然的に一人あたりの患者さんに対して、他科よりも多

くの時間を費やすことになります。最近は、神経学領

域でも細分化された専門医制度が流行しております

が、私は、神経内科医はオールラウンドな実力を身に

つけることが肝要と考えております。こちらでは主とし

て物忘れ外来を担当致します。神経内科専門医、総

合内科専門医としての知見及びこれまでの経験を生

かして、地域の皆様のご協力を仰ぎながら診療に当

たる所存でございます。今後とも何卒よろしくお願い

申し上げます（佐々木彰一）。 

●ほうかん日誌：今回お休み。次回を待っていて。 

●多職種チームでの看取りの検討会 

日時：平成31年４月９日（火）午後 5時15分 

場所：豊栄病院 本館５階 会議室 

今回は77歳の摂食障害です。7年前にパーキンソン

病を発病。今回食べなくなりました。PEG の希望は？ 

院外からの参加は患者総合支援センター天木まで。 

●糖尿病教室 

日時：平成31年５月１７日（金）午後１時半 

場所：豊栄病院 健診棟2階 多目的ホール 

隔月開催の糖尿病教室。対象は糖尿病初心者です。

患者様の紹介の他、スタッフの参加も歓迎します。前

回は 2 名の施設スタッフにご参加いただきました。次

回は５月１７日です。お問い合わせは天木へ（菊地）。 

●NST勉強会 

4月と５月はお休みとなります。6月まで待っていて

ください（小林真）。 

 
編集 アオサギはテリトリーを守り他者の侵入を許さな

い。今朝見た奴は去年と同じ奴かな。センター長柄澤 


